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修学旅行に行ってきました！！！
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１． 重要 レポートなどの郵便による提出について

2021年10月より、郵便物のサービスに一部変更がありました

① 土曜日配達の休止

② 郵便物の配達日数の繰り下げ

レポートなどの配達が、遅くなっています。

レポート締め切り日直前にポストに投函すると、締め切り日に間に合いません。

くれぐれも注意してください。

２．来年度(2024年度)の受講手続きについて

来年度（2024年度）に本校で学習を続けるには、受講登録が必要です。

受講登録は受講科目を決める重要な手続きです。

※ 受講登録をしないと、来年度の受講ができません。

■受講登録説明 11月 19日 （Ｘ７面接）ＬＴ時

■受講登録日 11月 26日 （Ｙ７面接）ＬＴ時

12月 10日 （Ｘ８面接）ＬＴ時

12月 17日 （Ｙ８面接）ＬＴ時

■実施場所 各ＨＲ教室

■持参するもの 筆記用具（鉛筆と消しゴム）・生徒便覧

３．高認の結果報告について

高等学校卒業程度認定試験を受験した人は、結果を必ず担任に報告してください。

４．高認・技能審査による単位認定の申請について

生徒便覧 p16～ p17に説明があります。

■ＨＲ担任の先生にできるだけ早く申し出てください。申請には所定の必要書類があります。

■提出最終期限 ２０２４年 １月２３日（火）

この日までに提出しないと単位は認められません。

教務課からのお知らせ
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前 期 試 験 講 評

試験が終わり、今日から後期のスクーリングが始まります。いよいよ折り返し地点です。後期

の学習をより充実したものにするために、前期の試験結果について教科の先生方に講評を書いて

いただきました。後期の学習に活かしてください。なお、「基準点」とは、合格基準点を表してい

ます。基準点に達しない方が、10月1日の追試験の対象になりました。

現代の国語

合格基準点は 30 点、最高点は 100 点でした。

報告課題を中心に出題したので、しっかり準備し

た人は高得点でした。得点が低かった人には、返

却されたレポートの復習不足が感じられます。

言語文化

合格基準点は 30点、最高点は 98点でした。苦手

な人は、面接指導をしっかり受講してください。

文学国語

合格基準点は 30 点、最高点は 94 点です。後期

試験も同じような設問形式を予定しています。よ

ろしくお願いします。

古典探究

基準点は 30点、最高点 98点。追試は 22人、80

点以上は 22 人でした。報告課題を自学し、面接

指導を受け、しっかり復習すれば、解答できる問

題ばかりです。特に、読み、文学史事項、主語の

誤答が目立ちました。正確に書く練習をしてくだ

さい。結果は練習量に比例するので、努力を積み

重ねてください。普段の学習を充実していきまし

ょう。ポイントに挙げた、「古典三大随筆」、は常

識として覚えてくださいね。

歴史総合

平均点は 48.9 点、合格基準点は 25 点です。試験

内容は基本的なものばかりです。学習してきたこと

がしっかり定着していれば対応できたと思います。

あまりできなかった人は、しっかりと復習するとと

もに、後期に向けてレポートの取り組み方から見直

して学習してください。

世界史探究

合格基準点は 21 点、最高点は 100 点でした。90

点以上もいましたが、語群選択式の多い問題ですが、

しっかり語句の意味（人名なのか、地名なのか、国

名なのか、制度名なのか）を理解していないと結果

は得られません。努力が不十分な人もいます。世界

史は見たこともない聞いたこともない歴史用語（カ

タカナ）がたくさん出てきますので、目で見るだけ

ではなく、何度も書いたり発音したりして、五感を
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フルに活用して覚えていくといいでしょう。

またレポートやスクーリング（授業）が学習の

基本となりますが、レポートは本来の提出期限に

間に合えば“提出点”がもらえます。遅滞レポー

トにはありません。スクーリングも“出席点”が

もらえて、いずれも最終的な合否の判定で試験の

点数に加算されます。まずは日頃から、レポート

やスクーリングに真面目に取り組む、という姿勢

を心がけましょう。

日本史探究

平均点は 62.2 点、最高点は 100点でした。難しい

問題も含まれていましたが、しっかり勉強した方

はよくできていたと思います。90 点以上は 25 人

いました。意気込みが伝わってきました。

一方で 30 点未満の人は、今後の努力を要しま

す。試験の点数のみならず、普段のレポートでの

提出点を獲得していきましょう。

歴史の学習では、個別の語句を覚えるよりも、

歴史の全体像を掴むことが大切です。心がけてい
つか

きましょう。

地理総合

基準点は 30点です。

できれば解答例に目を通してもらえればと思い

ます。学習したことで皆さんの「ものの見方」が

広がるといいなと思います。

点数が思うようにとれなかった方は、後期にむ

けてコツコツ学習を続けてみてください。

公共

基準点は 30点、最高点は 100点でした。

比較的よくできているように感じましたが、そ

の一方で、できている人とそうでない人が二極分

化しているようにも感じました。試験は基本的内

容を確認する問題とレポートで培ってきた自分の

考えを表現する問題でした。

さて、これから後期です。教科書・学習書を熟

読して、内容を把握し、理解して、レポートを作

成するという基本を徹底し、今後の学習を進めて

いきましょう。

倫理

平均点は 51 点、最高点は 100 点でした。レポー

トから出題しましたが、正しく理解していないと

答えられないように工夫したつもりです。内容を

しっかり理解することが学習の第一歩と考えま

す。これを意識しながら後期のレポートに取り組

んでください。

政治・経済

平均点は 60.2 点、最高点は 100 点でした。レポー

トから出題しましたが、正しく理解していないと

答えられないように工夫したつもりです。内容を

しっかり理解することが学習の第一歩と考えま

す。これを意識しながら後期のレポートに取り組

んでください。

数学Ⅰ

平均点は 72.0点、基準点は 30点です。

得点の良かった人も，そうでなかった人も，気

持ち新たに，後期も一緒に頑張りましょう！

数学Ⅱ

平均点は 55.1点、基準点は 30点です。
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得点の良かった人も，そうでなかった人も，気持

ち新たに，後期も一緒に頑張りましょう！

数学Ａ

平均点は 66.3点、基準点は 30点です。

得点の良かった人も，そうでなかった人も，気持

ち新たに，後期も一緒に頑張りましょう！

数学Ｂ

平均点は 66.0点、基準点は 30点です。

得点の良かった人も，そうでなかった人も，気持

ち新たに，後期も一緒に頑張りましょう！

数学入門講座

平均点は 63.8点、基準点は 30点です。

必修科目である数学Ⅰの基盤となる内容になって

いますので，点数にかかわらず復習をしてください。

気持ち新たに，後期も一緒に頑張りましょう。

物理基礎

最高点は 96点でした。基準点は 25点です。語群

のない穴埋め問題では、しっかりと報告課題の復習

ができているかが露骨に現れていたように感じまし

た。計算問題では、白紙の答案の人もいましたし、

計算ミスや単位ミス等で△になってしまった人もい

ました。後期に向けて、より多くの計算問題で得点

を得られるように学習に取り組みましょう。

化学基礎

平均点は 46.5 点で、基準点は 24 点です。元素

記号の問題の出来不出来が全体の結果に大きく出

ています。その一方で、単位を忘れていたり、内

容が伴わずにやみくもに覚えているだけの解答

が目立ちました。前期の内容は、今後のレポー

トや試験にも出てきます。間違えたところをも

う一度見直しましょう。後期のレポートでも計

算問題があります。わからないところがある場

合は、すぐに面接指導や電話で質問してくださ

い。

生物基礎

平均点は 51.5点、基準点は 26点です。最高点は 100

点でした。まずは受験者全体からあなたの学習状況

を評価してみましょう。点数帯ごとの人数を上にま

とめました。図を見てわかるようにシンプルな正規

分布にはなっていません。山が３つあるように分析

しました。80 点台を中心としたしっかり準備したグ

ループ、40～ 50点あたりをピークになっているグル

ープ、１桁を中心としたほぼ得点が取れていないグ

ループに分かれています。

次にあなたの得点の内訳からテストを振り返って

みましょう。知識・技能の平均点は 42.1 点、思考・

判断・表現の平均点は 9.4 点でした。得点率としては

知識・技能の方が高いです。思考・判断・表現は知

識・技能を持ったうえで使いこなさなければならな

いので当たり前ですが。逆に思考・判断・表現が高

い方もいました。それに該当する方は内容を理解

しているけれど、語句を正確に覚えてないと思わ

れます。

テストはレポートから出題しているため、難易度
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は高くありませんでした。それは上の図の最も高得

点の人数が減りきっていないことからも分かります。

今回のテストで点数が低かった方は、単位習得のた

めの学習が足りていないと言わざるを得ません。後

期での奮闘を期待しています。得点が高かった方は、

良い学習ができているので、後期も続けましょう。

地学基礎

試験の平均は 42 点で、基準点は 22 点です。し

っかり学習してたいへんよくできていた人も多か

ったのですが、学習が不十分で点数が低かった人

もいました。点数が低かった人は、後期のテスト

でがんばってください。

体 育

試験の平均点は 68 点でした。報告課題を中心

に出題しました。全体的によくできていたと思い

ます。最高点は 100 点（3 名）でした。後期もレ

ポート・面接指導に計画的に取り組んでいきまし

ょう。

保 健

試験の平均点は 75 点です。最高点は 98 点でし

た。報告課題と教科書を中心に出題しました。と

てもよくできていたと思います。後期もレポート

・面接指導に計画的に取り組んでいきましょう。

音楽Ⅰ

平均点 55点、基準点は 27 点、最高点 100点でし

た。レポートとスクーリングで学んだことから出

題しました。記号選択が少なかったので少し難し

かったでしょうか。後期もしっかりと学習してい

きましょう。

美術Ⅰ

平均点 63点、基準点は 31点、最高点は 98点でし

た。全体的によくできていたと思います。色彩分

野は美術の基礎となりますので、今回間違えた人

はしっかりと復習しておきましょう。実技は短い

時間の中でよく描けていました。後期も観察する

姿勢を忘れずに、しっかり制作と学習に取り組ん

でください。

書道Ⅰ

テストお疲れさまでした。平均点 51 点、基準

点は 25 点､そして最高点は 94 点でした。よく頑張

ったと思います。

レポート、教科書を中心に出題しました。書道

で培っていく知識は大切です。皆さんが今使って

いる漢字、平仮名、片仮名などいろいろな文字に

ついて知ることができます。
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論理・表現Ⅰ

基準点 38 点、最高点 100 点でした。面接指導

では ALT と英語で会話したり、会話を聞き取っ

たりする「音声」を中心とした活動を行っていま

す。しかし試験では筆記の必要があるため、つづ

りを覚える練習が必要です。後期試験もレポート

を中心に出題します。今回十分な成果が出せなか

った人は、今後、返ってきたレポートを確認し、

復習する習慣をつけましょう。論理・表現Ⅰで扱

う語彙や表現は実際の会話の場面で有用なものば

かりなので、ぜひひとつずつ確実に覚えていきま

しょう。

英語コミュニケーションⅠ

基準点は 24 点、最高点は 96点でした。しっか

り準備をしてきた人としなかった人で大きな差が

みられました。学習書をうまく活用して本文の内

容を理解しましょう。英語でまず必要なのは単語

を覚えることです。少なくともレポートで出題さ

れたものは書けるよう練習しましょう。文法につ

いては、各レッスンで何を習ったのかを自分なり

に整理してみましょう。さっそく後期にむけてが

んばりましょう。

英語コミュニケーションⅡ

基準点 29点、最高点 97点でした。教科書本

文の量、新出単語の数、学ぶべき文法など学習範

囲が多岐にわたるので、準備が大変だったと思い

ます。レポートに取り組む際に、じっくり時間を

かけて丁寧に解答する。面接のときに、面接指導

プリントを使ってその課の要点をうまく理解す

る。添削され返ってきたレポートを確認する。こ

の３つのことができると、テストでその成果が自

ずと発揮されると思います。直前にさらっとレポ

ートを見ただけでは十分な準備はできないでしょ

う。後期はさらによい結果が出せるよう、ぜひ普

段の学習に力を加えていきましょう。

英語入門講座

基準点は 31 点、最高点は 97 点でした。理解す

ることや覚えることがたくさんあって大変だと思

います。理解したつもりでも、実際に使えるよう

になるまでは何度も繰り返して練習する必要があ

ります。単語のスペルミスや、過去形や複数形を

正しく覚えていない人が多かったです。いま学習

している基礎が今後の学習にも続いていきますの

で、返却された解答例をしっかり確認して間違え

たところを復習してください。後期も引き続き丁

寧にレポートに取り組んでください。

家庭総合

平均点 84.8 点、基準点 45 点、最高点 100 点で

した。レポートからの出題ということもあり、し

っかり学習できている人が多かったです。

後期は、食生活・衣生活・住生活分野の学習に

なります。スクーリングでは実習を多く取り入れ

ているので是非参加してください。X6、Y6 で実

施する調理実習（鬼まんじゅう）は、解答プリン

ト裏面に詳細説明があります。必ずよく読んで、

指示に従って出席してください。後期の学習も楽

しみながら頑張りましょう。
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消費生活

平均点 84.5点, 基準点 42点、最高点 100点で

した。レポートからの出題ということもあり、

しっかり学習できている人が多かったです。

後期は、環境と消費生活・消費者契約と法の

学習になります。Y 週 1・2 限のスクーリングの

他、z ７面接・校外学習など積極的に参加し面接

時数を満たすよう計画的に学習に取り組みまし

ょう。

フードデザイン

平均点 59 点、基準点 35 点、最高点 90点でし

た。今回の試験は、レポートを中心に出題しま

した。レポートの細かいところまで学習できた

方は高得点でした。

後期は、食品・食文化・テーブルコーディネ

ート等の知識について、実習を取り入れながら

学習します。レポートに取り組み、スクーリン

グに出て、しっかりと身に付けていきましょう。

情報Ⅰ

基準点は 36 点です。最高点は 100 点でした。

多くの皆さんはよくできていましたが、勉強不

足ではないかと思われる人も一部に見受けられ

ました。

後期の学習は、添削指導・面接指導ともに、

実習を中心とする内容になります。前期試験が

よくできなかった人もくよくよせずに、新鮮な

気持ちで後期の学習に取り組みましょう。

ビジネス基礎

基準点は 31点で最高点は 100点でした。すべて

報告課題からの出題です。復習をきちんとした人

と、そうでなかった人との差が大きく開いたよう

です。

前期試験で不本意な成績だった人は、報告課題、

面接指導にしっかり取り組んでください。

経済活動と法

基準点は 26点で最高は 100点です。レポートの

復習をきちんとした人と、そうでなかった人との

差が大きく開いたようです。また、「まとめプリ

ント」で要点をおさえて学習すると良いでしょう。

後期も、レポートの毎回の提出締切日を守る、

面接指導により多く出席するなど、平常点をより

多く獲得することを普段から心がけて学習してく

ださい。

簿記

基準点は 35 点で、最高点は 97 点です。報告課

題の内容を中心に、簿記の基本的なルールを問う

なかで、勘定科目を分類する得点しやすい問題も

出題しました。後期は前期と比べて問題の難易度

が高くなります。 面接指導をしっかり受講して

ください。

ビジネス・コミュニケーション

基準点は 31点で最高点は 100点でした。

復習をきちんとした人と、そうでなかった人と

の差が大きく開いたようです。

前期試験で不本意な成績だった人は、報告課題、

面接指導にしっかり取り組んでください。
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進 路 だ よ り
進路指導課

いろいろな学校で願書受付が始まりました。人気の高いところはすぐ定

員に達する場合もありますので、入学希望の人は早めに願書を取り寄せて

担任に知らせて下さい。また、大学・短大等の推薦入試の多くは 10月から

願書受付があります。本校の先輩達の多くが毎年推薦入試にチャレンジし

ています。希望する人は願書を早めに取り寄せ、担任に相談してください。

【 進学希望の方へ 】

１ 書類の作成依頼について

ⅰ「調査書」

大学・短大・専門学校へ出願する場合、本校で作

成発行する「調査書」が必要です。「調査書」の依

頼から発行までにかかる期間は「１週間以上」です。

同じ時期に複数の発行依頼が集中します。依頼の連

絡は早めにしてください。なお、在学生は学級担任

に連絡してください。

ⅱ「推薦書」

学校推薦型選抜に出願する場合、「推薦書」も必

要です。多くは願書に同封されていて、高校側が記

入します。調査書と同時に「推薦書」の作成も依頼

してください。「推薦書」も依頼から発行までにか

かる期間は「１週間以上」です。

２ 学校推薦型選抜について

ⅰ「指定校推薦 」

指定校推薦の申請は既に締め切っています｡

推薦が決定した方は、担任の指示に従って出願手

続きをしてください。

ⅱ「公募制推薦 」

公募制の学校推薦型選抜に出願する人は、早めに

学級担任と連絡を取ってください。学校長の推薦で

出願する場合、指定校推薦同様、推薦委員会によ

る審査が必要です。各学校の出願期間に間に合う

よう、ＨＲ担任との相談には十分余裕を持ってす

すめて下さい。

【 就職希望の方へ 】

学卒者（高校卒業者）を対象にする第

一期の校内就職応募は終了しました。

しかし、学卒者対象の就職活動は来年

３月まで行えます。学卒者対象の就職を

希望する４年次生は学級担任または進路

指導担当の教員に相談してください。
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挑戦の林間学校 

 

 今回、高校生活で初めて林間学校に参加して、自

分の中で怖かったものに自ら挑戦することができ

ました。 

 私にとって宿泊はとてもハードルが高く今まで

避けてきました。親族の集まりでも宿泊せず、日帰

りで帰宅していました。去年も林間学校の募集があ

った時に友だちが行くと言っていたので、私も一緒

に行こうと思っていたのですが、その時はまだ宿泊

へのハードルが高く、恐怖心が勝り行くことができ

ませんでした。何が怖かったのかというと、時間に

遅れることや、何かあるかもしれないという漠然と

したものでした。ですが、一年で何かがあっても何

とかなるということを理解し、今回の林間学校に参

加することができました。行ってみると、普段は味

わえない緑の空気を吸いながら山に登ったり、みん

なで花火を楽しんだり、チーズを作ったりとここで

しかできない経験を積むことができました。林間学

校に参加したことで、自分が感じている不安定感 

がより薄まりました。今 

回の学びを今後の学校生 

活に活かし、宿泊行事や 

イベントに参加していき 

たいです。 

旭 陵 林間学校に行ってきました 

旭    陵 

７月15日（土）～16日（日）１泊２日の日程で、乗鞍高原で林間学校が行われました。初日は自

然の中でのハイキング！疲れた～と言いながらも滝や原生林など、大自然を満喫しました。二

日目は体験活動。魚つかみや、チーズ作り、その後のバーベキューなど普段できない貴重で楽

しい体験ができました。宿の人たちに温かく迎えられ、新しい友人もでき、乳白色の温泉も気持

ちいい…どれもこれも本当に最高で盛りだくさんの二日間でした。来年は、あなたも一緒に行き

ましょう！ 

僕たちの夏やすみ！！ 

 

 待ちに待った林間学校、前々から準備を重ね、当日

になっても忘れ物はないか、必要な物はないか、何度

も確認し不安が募っていたところを吹き飛ばすよう

な「善五郎の滝」。水気と音を大きくたてる滝は、清

涼感がありました。 

 長いハイキングの後にはソフトクリームを食べた

り、夜ご飯ではみんなが協力して、ご飯の準備や後片

付けをしました。しっかりと楽しみ、宿の方々に感謝

をし、片づけをすることはとても気持ちがよく、仲間

との集団行動をする上での大事なことを学ぶことが

できました。小学校や中学とは行動力やできることが

増えてから行く野外学習はより多くのことを学ぶこ

とができました。 

 花火や魚つかみ、箸作りや BBQ、いろいろな体験

をして思うことは、このような行事は知らなかった人

との出会いの場になるということです。全体の人数も

多く、なかなかいろいろな人と交流を深めることが難

しい旭陵高校ですが、積極的に行動することは、自ら

学ぶと同じように自分を成長させてくれるものだと

思います。行きたくないと思っている人や、行こうか

悩んでいる人には、自信をもっておすすめできる林間

学校でした。また行きたいです。 
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【１】日程 

   １月１３日（土）～１月１４日（日） 

１泊２日 

【２】場所 

   ひるがの高原スキー場 

   宿泊場所：鈴屋 

 

【３】活動内容（予定） 

   学校からバスを利用。 

   全員スクールに入ります。 

 

【４】参加費用 

   ＨＲ伝達での募集要項に記載 

 

【５】募集日程     ※定員先着 25名程度 

 ■1０月２９日（X６） 説明会 

 ■1１月 ５日（Y6） 申し込み開始 

 ■1１月２６日（Y7） 申し込み締切 

 ■１２月 1７日（Y8） 参加者事前指導 

 

【６】申込方法 

 説明会当日指示します。 

 

【７】参加資格 

■常識をわきまえ、集団におけるマナーを守ること

ができる本校生徒。 

■健康診断を受診していること。（事前指導を欠席

したり、問診票または健康診断結果等を提出しな

い生徒は参加できません。） 

 

【８】その他 

■参加者には特別活動時数２時間および体育補充

時数２時間が与えられます。 

■申込〆切後の自己都合のキャンセルについて  

は、キャンセル料が発生します。 

■振り込み手数料は自己負担でお願いします。 

インストラクターの丁寧な指導で、初心者も安心！青い空、白銀のゲレンデのなか大自然を満喫し、

クラスやスクーリング以外でも友人の輪を広げましょう！！ 

スノーボード学校に参加しよう！ 
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☆★☆11月1２日（日）は学校祭です ☆★☆ 

 

今年度はみんなで盛り上がっちゃ

いましょう！ 

ぜひ皆さん遊びに来てくださいね☆  

  

 ＜ 日程（予定） ＞ 

 １０：００ 学校祭 START 

     （スタンプラリー用紙配布開始） 

 １２：００  スタンプラリー用紙配布終了 

 １２：３０ 展示・発表終了 

 １３：００ 旭陵ステージ（大体育館） 

 （終了後、スタンプラリー提出〆切） 

 

団 体 名 テ－マ・内容 

手芸部 Handicraft 

美術部 シェー!!〇〇どろーいんぐ! 

～無題な耽美の本気展示会～ 

茶華道部 季節の花を活ける 

書道部 いろいろな書 

写真部 “New Dimension” 

～新次元の一瞬～写真展 

バドミントン部 バドミントンをやってみよう！ 

有志・お茶の会 茶席「旭亭」 

保護者会 調整中 

CHALLENGE 各種ゲームコーナー 

カフェ ドリンクの販売 

有志 ボードゲームに触れよう！ 

有志 トビタテ！ 

旭陵ステージ 大道芸・ダンス・歌唱 etc... 

 

＊発表・展示の内容はこれからの準備状況・新型コロナウイルス感染拡大状況によっては

中止・変更になる可能性があります。 

＊当日は、本校生徒を対象にスタンプラリーを実施します。スタンプラリー用紙を受け 

取り、スタンプを全て集めて時間内に提出すると特別活動時数を１時間、旭陵ステー

ジを鑑賞するとさらに１時間付与します。（旭陵ステージは遅刻厳禁）  

    

【昨年の学校祭の様子】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校祭に参加しよう！ 
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来年３月の卒業式に発行される校誌「旭陵」第５９号の生徒・職員自由投稿欄の原稿を、

以下の要領で募集します。あなたが日頃感じていること、考えていることを文章にしてみ

ませんか。

文化部の諸作品も写真掲載は可能です。顧問の先生とご相談下さい。

１．応募締切 １２月末日

２．内容・形式

詩・短歌・俳句・随筆・小説・小論文等形式は自由です。内容は自由ですが、

校誌にふさわしくないものは掲載できない場合もあります。

３．原稿について

・専用の原稿用紙を原則として使用のこと。（26文字×25行）２枚で１ページ。

１人３ページまで。それを超えるものは掲載できません。

・応募原稿は返却できません。

原稿用紙の必要な人や要領を詳しく聞きたい人は、担当の松野（３Ｆ職員室）まで

お尋ね下さい。

校誌「旭陵」自由投稿原稿募集



 

 

 

日常生活の中で 
 

英語科 田岡 

 

ここ数年間の私の楽しみは、朝の起床後に入ってくるメジャーリ

ーグで活躍する大谷選手のニュースである。試合でバッターとして

ホームランを打ったとか、ピッチャーとして勝ち星を挙げたとかの

活躍を耳にする度、その日、私も一日頑張ろうと思えるのである。

そんな大谷選手のインタビューの中で、しばしば耳にするのが「た

またま」という言葉である。「たまたまスタジアムが小さいからヒ

ットやホームランになった」とか「たまたま飛んだコースが良かっ

た」などなど。そして彼自身の野球とのかかわりを話題にする際、

「頑張りたいと思えるものが僕にとっては、たまたま野球でした」 

私たちの将来の夢や目標は、そのような日常生活でのたまたまの

出会いがあって初めて決まるものなのかも知れません。それは日々、

努力して勉強しているものの中に潜んでいるのかもしれないし、何

気なくすれ違った何かがきっかけになるこ

ともあり得るのです。「早く夢や目標を決め

て～」とよく耳にしますが、そうではなくて

私たちに影響を与えるであろう、また私たち

が積極的に取り組める何かにたまたま出会

った際に、その出会いを見逃さないよう、毎

日を、またその瞬間、瞬間を精一杯生きてみ

ませんか？ 
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